
創
立
か
ら
百
三
十
年
目
の
安
曇
野

市
教
育
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

去
る
五
月
十
九
日
（
土
）
に
は
、

創
立
百
三
十
周
年
記
念
の
総
集
会

が
豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん

に
ご
参
集
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。今

回
の
記
念
事

業
と
し
て
、
教
育

会
が
所
有
す
る
荻

原
碌
山
作
の
「
坑

夫
」
と
「
女
の
胴
」

の
二
体
の
石
膏
像

を
ブ
ロ
ン
ズ
像
に

し
ま
し
た
。
こ
れ

で
、
創
立
百
二
十

周
年
記
念
事
業
で

ブ
ロ
ン
ズ
化
し
た

「
女
」
と
あ
わ
せ

て
三
体
の
石
膏
像

を
ブ
ロ
ン
ズ
像
に

す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ブ
ロ
ン

ズ
化
に
あ
た
っ
て
は
、
碌
山
美
術

館
に
監
修
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
の
碌
山
美
術
館
の
設
立
に

は
、
当
時
の
南
安
曇
教
育
会
が
大

き
く
関
わ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

今
年
の
「
安
曇
野
の
先
人
等
に
学

ぶ
会
」
で
は
、
郷
土
の
先
人
と
し

て
荻
原
碌
山
を
取
り
上
げ
、
碌
山

美
術
館
の
学
芸
員
さ
ん
に
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、

教
育
会
創
立
百
三
十
周
年
を
、
総
集
会

の
時
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
事
業
に
あ

わ
せ
て
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
総
集
会
で
は
、

国
立
天
文
台
天
文
情
報
セ
ン
タ
ー

准
教
授
の
縣
秀
彦
先

生
に
「
安
曇
野
発
一

三
八
億
光
年
宇
宙
の

旅

～
つ
な
が
っ
て

い
る
宇
宙
・
社
会
・

い
の
ち
～
」
と
い
う

題
で
ご
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

M
itaka

（
み
た
か
）

と
い
う
ソ
フ
ト
を
使

っ
て
の
お
話
は
、
本

当
に
宇
宙
を
旅
し
て

い
る
よ
う
で
し
た

が
、
最
後
の
「
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
」

「
文
化
の
伝
承
」
と

い
う
お
話
が
心
に
残

り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
教
育
会
は
、
明
治
二

十
一
年
の
創
立
以
来
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
安
曇
野
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
と
共
に
、
地
域
素
材
の
発
掘

の
た
め
に
自
然
・
歴
史
・
人
物
な

ど
の
研
究
を
進
め
、
そ
れ
を
伝
承

す
る
仕
事
も
進
め
て
き
ま
し
た
。

創
立
百
三
十
周
年
と
い
う
節
目
を
迎

え
、
次
へ
の
新
た
な
一
歩
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
先
輩
か
ら
受
け
継

い
だ
も
の
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
次
代

へ
伝
承
で
き
る
教
育
会
を
共
に
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（ 1 ）平成３０年６月２９日 会 報 安 曇 野 教 育 第 59号
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人と人との
つながりを大切に

会長 細萱 稔

平成３０年度安曇野市教育会役員・会務の分担
役 職 氏 名 所 属 会 務 分 担

会長（代表理事） 細萱 稔 豊科東小 会務統括 【教育課題委員会担当】
理 事 丸山 福一 事務局 会務全般
理 事 宮澤 純子 会務全般
監 事 中村 真市 穂高東中
監 事 伊藤 和子
常任委員長 古幡 栄一 明科中 会務全般
常任副委員長 坂槙 邦章 堀金小 会務全般 【会誌編集委員会担当】
常任委員 曽根原 弘 三郷小 調査研究 【人権教育委員会担当】
常任委員 早川 正美 明南小 調査研究 【人物読み物委員会担当】
常任委員 窪田 博之 穂高西中 講習行事 【キャリア教育委員会担当】
常任委員 長瀬 克彦 明北小 講習行事 【図書館教育委員会担当】
常任委員 小林 栄子 穂高西小 広報 郷土文化財センター

【郷土文化財センター運営委員会担当】
幹 事 堀金 猛 穂高西小 会務全般 【展覧会運営委員会担当】
幹 事 馬淵 勝己 三郷小 調査研究 【社会科資料集編集委員会担当】
幹 事 小平 伴紀 明科中 調査研究 【環境教育委員会担当】
幹 事 沓掛 隆 豊科南中 講習行事 【木村素衞委員会担当】
幹 事 竹内 幸浩 穂高北小 講習行事 【情報委員会担当】
幹 事 河合 ちほえ 明北小 広報 郷土文化財センター【会報委員会担当】
事務局長 丸山 福一 事務局
事務職員（嘱託） 鶴田 富男 事務局
議 長 丸山 浩芳 堀金中
議 長 山本 美江 豊科東小
信濃教育会常任委員 細萱 稔 豊科東小
信濃教育会代議員 古幡 栄一 明科中
信濃教育会代議員 坂槙 邦章 堀金小



平
成
三
十
年
度
安
曇
野
市
教
育
会
総

集
会
が
、
五
月
十
九
日
（
土
）
二
時
三

十
分
よ
り
、
豊
科
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
た
。

音
楽
同
好
会
の
先
生
方
に
よ
る
「
Ｗ

ｉ
ｔ
ｈ

Ｙ
ｏ
ｕ

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
」
の

素
晴
ら
し
い
混
声
合
唱
で
幕
を
開
け
、

市
制
十
周
年
を
記
念
し
て
一
昨
年
に
作

ら
れ
た
安
曇
野
市
歌
「
水
と
緑
と
光
の

郷
」
を
引
き
続
き
全
員
で
斉
唱
し
た
。

細
萱
稔
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、
安
曇

野
市
教
育
会
が
、
南
安
曇
教
育
会
か
ら

数
え
て
本
年
度
で
百
三
十
周
年
の
節
目

を
迎
え
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
記
念
行

事
と
し
て
荻
原
碌
山
作
の
二
体
の
ブ
ロ

ン
ズ
像
を
作
製
し
た
こ
と
を
話
し
た
。

定
款
に
基
づ
い
て
組
織
さ
れ
た
本
年

度
役
員
紹
介
の
後
、「
こ
の
総
集
会
が
、

安
曇
野
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
自
分

自
身
を
高
め
よ
う
と
い
う
強
い
気
持
ち

で
参
加
し
た
先
生
方
に
と
っ
て
、
教
職

員
と
し
て
の
専
門
性
を
高
め
る
貴
重
な

機
会
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
う
」
と

結
ん
だ
。
続
い
て
、
信
濃
教
育
会
会
長

後
藤
正
幸
様
代
理
北
沢
秀
雄
様
、
安
曇

野
市
教
育
委
員
会
教
育
長
橋
渡
勝
也
様

か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

開
会
行
事
に
続
い
て
、
人
物
読
み
物

委
員
会
山
本
美
江
先
生
に
よ
る
研
究
発

表
と
、
「
安
曇
野
発

一
三
八
億
光
年

宇
宙
の
旅
～
つ
な
が
っ
て
い
る
宇
宙
・

社
会
・
い
の
ち
～
」
国
立
天
文
台
天
文

情
報
セ
ン
タ
ー
准
教
授
／
普
及
室
長
の

縣
秀
彦
先
生
の
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

～
会
員
研
究
発
表
～

務
台
理
作
先
生
は
、
三
郷
村
野
沢
に

生
ま
れ
、
二
十
五
歳
で
京
都
帝
国
大
学

に
入
学
。
大
学
院
も
含
め
て
十
一
年
間

安
曇
野
の
偉
人

務
台
理
作
先
生

人
物
読
み
物
委
員
会

山
本
美
江
先
生
（
豊
科
東
小
）

西
田
幾
多
郎
の

も
と
哲
学
を
学

び
、
西
田
哲
学

の
第
一
人
者
と

し
て
活
躍
し
た
。

三
郷
小
・
中
学

校
を
は
じ
め
、

安
曇
野
市
内
の
多
く
の
小
中
学
校
の
校

歌
の
作
詞
を
手
が
け
て
い
る
。

少
年
期
に
は
、
赤
松
の
大
森
林
、
通

称
「
お
林
」
と
呼
ば
れ
る
林
の
中
で
遊

び
、
豊
か
な
自
然
体
験
が
で
き
た
。
日

記
に
は
、
農
作
業
や
自
然
が
大
好
き
な

少
年
の
姿
と
と
も
に
、
戦
争
に
対
す
る

問
い
も
書
か
れ
て
い
た
。
日
露
戦
争
が

起
こ
り
勝
利
に
わ
き
上
が
る
中
、
世
の

中
の
風
潮
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
幼

い
中
に
も
戦
死
者
を
悼
む
心
、
戦
争
を

拒
否
す
る
哲
学
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が

伺
え
る
。

戦
後
は
教
育
行
政
に
か
か
わ
り
、
戦

後
の
教
育
改
革
を
推
進
し
た
。
吉
田
茂

首
相
直
々
に
教
育
刷
新
委
員
会
委
員
に

指
名
さ
れ
、
教
育
基
本
法
の
制
定
、
義

務
教
育
九
年
と
し
た
現
在
の
六
・
三
制

な
ど
を
打
ち
出
し
た
。

特
に
教
育
基
本
法
の
制
定
で
は
、
教

育
勅
語
擁
護
派
と
対
立
し
な
が
ら
も
、

平
和
と
民
主
主
義
を
根
幹
に
据
え
て
い

る
新
憲
法
の
精
神
に
か
な
う
教
育
基
本

法
に
し
て
い
く
た
め
に
、
教
育
に
お
け

る
個
人
の
尊
厳
に
最
も
こ
だ
わ
り
、
国

家
に
よ
る
教
育
統
制
を
強
く
拒
ん
だ
。

教
育
基
本
法
前
文
は
こ
う
し
た
思
い
が

集
約
さ
れ
た
文
面
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
教
え
子
の
自
殺
か
ら
、
権
力

主
義
や
帝
国
主
義
に
立
ち
向
か
う
こ
と

を
し
な
か
っ
た
自
分
を
責
め
、
権
力
と

戦
い
う
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
保
持
者

に
な
ろ
う
と
決
意
し
た
。
著
書
を
発
表

す
る
傍
ら
、
六
十
年
安
保
条
約
締
結
反

対
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
反
戦
運
動
な
ど
の

最
前
列
に
た
っ
て
論
陣
を
張
り
平
和
運

動
に
取
り
組
ん
だ
。

務
台
先
生
の
考
え
の
も
と
は
幼
児
期

に
過
ご
し
た
ふ
る
さ
と
の
中
に
あ
る
。

ま
た
、
教
育
会
館
の
南
庭
に
あ
る
直
筆

の
碑
「
荒
野
に
あ
り
て
も

人
間
の
行

く
道
は
あ
る
な
り
」
は
、
時
代
や
歴
史

を
厳
し
く
見
つ
め
自
分
の
道
を
進
ん
で

き
た
、
務
台
先
生
の
生
涯
の
歩
み
の
言

葉
で
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。

真
理
を
貫
い
た
理
作
先
生
の
生
涯
や

考
え
の
質
を
山
本
先
生
か
ら
学
ん
だ
私

は
、
そ
の
発
表
か
ら
得
た
感
謝
を
伝
え

よ
う
と
、
理
作
先
生
の
生
家
へ
報
告
に

山
本
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と

務
台

貴
夫
（
豊
科
南
小
）

行
っ
た
。
生
家
の
ご
主
人
は
大
喜
び
さ

れ
、
理
作
先
生
が
生
前
話
さ
れ
た
こ
と

を
聞
き
取
っ
た
と
い
う
古
い
書
簡
を
見

せ
て
く
だ
さ
っ
た
。そ
の
一
部
で
あ
る
。

「
一
つ
の
哲
学
の
性
格
を
掴
も
う
と

す
る
点
に
は
、
現
実
の
問
題
に
対
す

る
見
方
と
見
方
と
解
決
の
姿
勢
と
そ

の
思
想
方
法
の
三
点
。
人
間
が
人
間

ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
、
次
第
に
困

難
に
な
っ
て
き
た
時
代
。

人
間
が
物
件
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

て
、と
も
す
れ
ば
人
間
的
な
も
の
が
、

非
人
間
的
な
も
の
や
反
人
間
的
な
も

の
に
置
き
換
え
ら
れ
が
ち
な
時
代
。

こ
う
な
る
と
、
人
間
否
定
と
か
人
間

疎
外
に
…
。
人
間
の
問
題
で
一
番
大

事
な
も
の
は
、
人
間
の
幸
福
。
幸
福

を
少
し
で
も
大
き
く
し
て
、
多
く
の

人
々
が
こ
れ
を
分
け
合
う
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
か
。

人
間
的
な
も
の
を
非
人
間
的
な
も

の
や
反
人
間
的
な
も
の
か
ら
守
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
精
神
を
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
」

山
本
先
生
の
一
途
な
研
究
の
お
陰
で

私
は
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
し
、
生

家
の
方
々
も
嬉
し
さ
を
共
有
で
き
た
こ

と
で
、
私
も
少
し
ず
つ
学
ん
で
い
こ
う

と
改
め
て
感
じ
た
。
「
哲
学
に
老
年
と

い
う
も
の
は
な
い
。
目
が
開
か
れ
た
そ

こ
か
ら
、
新
し
い
歩
み
が
始
ま
る
」
。

こ
れ
も
、
山
本
先
生
か
ら
学
ん
だ
思
い

だ
。

（ 2 ）平成３０年６月２９日 会 報 安 曇 野 教 育 第 59号
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（ 3 ）平成３０年６月２９日 会 報 安 曇 野 教 育 第 59号

～
講
演
（
概
要
）
～

星
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
世
の
中
と

全
く
か
け
離
れ
た
こ
と
で
は
な
い
。
ポ

ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
が
タ
ヒ
チ
を
描
い

た
有
名
な
絵
の
タ
イ
ト
ル
に
、
「
我
々

は
何
処
か
ら
来
た
の
か
、
我
々
は
何
者

か
、
我
々
は
何
処
へ
行
く
の
か
」
と
い

う
も
の
が
あ
る
が
、
ま
さ
に
天
文
学
は

こ
の
よ
う
な
根
源
的
な
謎
を
今
解
き
明

か
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
わ
か
れ

ば
、
人
間
の
生
き
方
、
考
え
方
、
社
会

の
進
む
べ
き
道
の
手
が

か
り
に
な
る
に
違
い
な

い
の
で
あ
る
。

す
ば
る
望
遠
鏡
が
撮

影
し
た
、
一
〇
五
四
年

（
平
安
時
代
）
に
超
新

星
爆
発
し
た
星
の
最
期

（
残
骸
）
の
写
真
が
あ

る
。
太
陽
よ
り
も
ず
っ

と
重
い
星
は
爆
発
し
、

そ
の
ガ
ス
と
チ
リ
が
再

安
曇
野
発

一
三
八
億
光
年
宇
宙
の
旅

～
つ
な
が
っ
て
い
る
宇
宙
・

社
会
・
い
の
ち
～

国
立
天
文
台
天
文
情
報
セ
ン
タ
ー

准
教
授
／
普
及
室
長

縣

秀
彦

先
生

び
集
ま
っ
て
塊
と
な
り
、
惑
星
と
と
も

に
新
し
い
星
が
誕
生
す
る
。

い
っ
ぽ
う
、
太
陽
は
軽
い
星
で
あ
り
、

超
新
星
爆
発
は
し
な
い
。
太
陽
の
最
期

は
ま
ず
、
ぷ
よ
ぷ
よ
と
体
を
膨
ら
ま
せ

て
広
が
り
、
そ
し
て
残
り
火
を
燃
や
し
、

中
心
が
種
の
よ
う
に
白
く
小
さ
な
星

（
白
色
矯
星
）
と
な
る
。
星
の
終
わ
り

は
、
新
し
い
星
の
誕
生
な
の
で
あ
る
。

現
に
、
百
三
十
八
億
年
前
、
ビ
ッ
グ

バ
ン
で
宇
宙
が
誕
生
し
、
何
回
も
の
超

新
星
爆
発
を
経
て
、
四
十
六
億
年
前
に

太
陽
と
地
球
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
私
た
ち
も
同
じ
太
陽
系
の
中

で
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
元
素
の

レ
ベ
ル
で
考
え
る
と
、
私
た
ち
は
ま
さ

に
「
星
の
子
ど
も
」
た
ち
、
宇
宙
と
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
た
ち
の
太
陽
系
は
、
「
天
の
川
」

と
呼
ば
れ
る
星
の
大
集
団
に
在
る
。
そ

し
て
、
私
た
ち
が
肉
眼
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
い
ち
ば
ん
遠
い
天
体
が
「
ア
ン

ド
ロ
メ
ダ
銀
河
」
で
あ
る
。
星
座
の
姿

で
い
う
と
、
ア
ン
ド

ロ
メ
ダ
姫
の
腰
元
に
、

米
粒
大
に
ボ
ウ
ッ
と

光
っ
て
見
え
る
。
そ

こ
か
ら
光
子
が
二
百

三
十
万
年
間
宇
宙
を

旅
し
て
、
今
日
、
皆

さ
ん
の
目
に
入
る
の

で
あ
る
。
こ
の
光
は
、

私
た
ち
祖
先
の
壮
大

な
旅
を
思
い
起
こ
さ

せ
る
だ
ろ
う
。

二
百
三
十
万
年
間
を
遡
る
と
、
人
類

七
十
三
億
人
の
共
通
の
祖
先
が
、
木
の

上
の
生
活
か
ら
ア
フ
リ
カ
の
大
地
を
二

足
歩
行
し
始
め
た
頃
で
あ
ろ
う
。
人
類

の
細
胞
六
十
兆
個
の
多
く
に
、
そ
の
当

時
の
記
憶
が
残
っ
て
い
る
。
自
分
と
周

囲
の
人
と
の
遺
伝
子
の
違
い
は
〇
．
一

％
程
度
で
殆
ど
同
じ
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

と
人
類
も
九
八
．
四
％
同
じ
。
私
た
ち

は
共
通
の
父
母
の
遺
伝
子
を
受
け
継
い

で
い
る
の
で
あ
る
。
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀

河
を
見
て
、
人
類
は
同
じ
共
通
の
先
祖

を
持
つ
存
在
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し

て
ほ
し
い
。

宇
宙
が
誕
生
し
た
百
三
十
八
億
年
を

一
年
の
暦
に
例
え
て
み
る
。
一
月
一
日

が
ビ
ッ
グ
バ
ン
、
二
月
十
四
日
バ
レ
ン

タ
イ
ン
に
天
の
川
銀
河
が
生
ま
れ
、
八

月
三
十
一
日
、
四
十
六
億
年
前
に
地
球

が
誕
生
、
九
月
下
旬
、
地
球
に
生
命
が

誕
生
。
十
二
月
二
十
六
、
二
十
七
日
頃

恐
竜
が
歩
く
。
十
二
月
三
十
一
日
午
後

八
時
頃
、
人
類
が
よ
う
や
く
出
現
、
そ

れ
か
ら
わ
ず
か
四
時
間
で
今
日
、
こ
の

時
で
あ
る
。

私
た
ち
が
九
十
歳
ま
で
生
き
て
も
そ

れ
は
〇
．
二
秒
世
の
中
を
知
っ
た
程
度

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、

悠
久
、
広
大
な
宇
宙
を
、
こ
の
僅
か
な

時
間
で
百
三
十
八
億
年
近
く
ま
で
見
通

し
解
明
し
て
き
た
人
類
の
偉
大
さ
。
家
、

学
校
、
そ
し
て
地
域
に
お
け
る
伝
承
が

あ
っ
て
こ
そ
、
そ
れ
を
学
び
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
お
互
い
に
文
化
・
文
明
・

宇
宙
・
自
然
の
姿
を
伝
承
す
る
こ
と
で

私
た
ち
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
社

会
の
中
で
、
社
会
と
と
も
に
歩
む
私
た

ち
な
の
で
あ
る
。
さ
あ
、
と
も
に
歩
ん

で
い
こ
う
で
は
な
い
か
。

＊
「M

itaka

（
み
た
か
）
」
の
観
測
デ

ー
タ
に
基
づ
い
た
、
宇
宙
旅
行
が
可
能

な
無
料
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
公
開
中

http://4d2u.nao.ac.jp/htm
l/program

/m
i

ta
k
a

「
九
十
分
間
の
宇
宙
旅
行
に
行
っ
て

き
ま
し
た
」
。
天
文
学
者
の
縣
先
生
の

講
演
を
聴
き
、
ま
ず
始
め
に
感
じ
た
こ

と
で
す
。
先
生
の
機
知
に
富
ん
だ
お
話

し
ぶ
り
と
、
仮
想
宇
宙
空
間
シ
ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の

M
itaka

（
み
た

か
）
で
（
東
京
都
三
鷹
市
の
キ
ャ
ン
パ

ス
で
こ
の
ソ
フ
ト
が
作
ら
れ
た
こ
と
か

ら
そ
の
名
が
付
い
た
と
い
う
話
も
、
と

天
文
学
者
懸
先
生
の
講
演
を

お
聴
き
し
て

小
松
洋
子
（
豊
科
南
中
）

て
も
素
敵
で
し
た
）
、
安
曇
野
市
の
公

民
館
の
椅
子
に
座
っ
て
い
た
私
は
、
あ

っ
と
い
う
間
に
土
星
の
環
を
間
近
で
見

る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
は
、
ア
ン
ド

ロ
メ
ダ
銀
河
に
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
講
演
は
「
星
の

話
」
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
も
そ
も
、
天
文
と
は
、
天
か
ら
の
文

（
ふ
み
）
を
読
み
解
く
も
の
で
あ
る
、

そ
し
て
今
は
、大
き
な
転
換
期
を
迎
え
、

私
た
ち
が
文
を
天
に
届
け
よ
う
と
し
て

い
る
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
つ
ま
り
、

私
た
ち
は
天
と
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う

の
で
す
。

私
は
、
よ
く
生
徒
た
ち
に
、
「
物
事

を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、同
じ
も
の
で
も
、

別
の
見
え
方
が
で
き
る
よ
」
と
話
し
て

い
ま
す
。
縣
先
生
も
、
「
宇
宙
レ
ベ
ル

で
も
の
を
見
る
こ
と
で
、
我
々
は
長
い

ス
ケ
ー
ル
で
も
の
を
考
え
、
と
も
に
歩

ん
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
天
か
ら

の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝

え
、
結
ん

で
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

ブロンズ像除幕式
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子
ど
も
を
育
て
教
師
を
育
て
る

各
種
委
員
会
活
動

担
当
常
任
委
員

曽
根
原

弘

将
来
を
担
う
安
曇
野
の
子
ど
も
に
、

課
題
解
決
に
向
け
、
仲
間
と
協
力
し
、

自
ら
考
え
、
行
動
し
て
、
新
し
い
価
値

を
獲
得
・
創
造
し
て
い
け
る
力
を
つ
け

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
ま
ず
子
ど
も
の
前
に

立
つ
教
師
が
、
子
ど
も
に
つ
け
た
い
力

を
自
ら
身
に
つ
け
る
研
修
を
積
み
重
ね

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。
教
師
と
し
て
の
自
分
を
絶
え
ず
磨

い
て
い
か
な
い
と
、
生
き
る
力
や
意
欲

を
身
に
つ
け
た
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
教
師
の
力
量
や
職
能
を

向
上
さ
せ
る
目
的
の
各
種
委
員
会
の
活

動
は
、
そ
の
意
味
で
安
曇
野
市
教
育
会

の
公
益
目
的
事
業
の
最
も
大
事
な
活
動

の
一
つ
で
す
。

今
年
度
、
調
査
研
究
委
員
会
、
特
別

委
員
会
、
広
報
委
員
会
の
三
種
類
か
ら

な
る
十
三
の
委
員
会
の
活
動
が
、
七
十

四
名
の
委
員
の
先
生
方
に
よ
り
、
力
強

く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
同
じ
課
題
意

識
を
も
ち
、
共
に
力
を
合
わ
せ
て
、
各

種
委
員
会
の
活
動
が
、
職
場
に
も
広
が

り
、
安
曇
野
の
子
ど
も
た
ち
に
還
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◎
委
員
長
○
副
委
員
長

・
委
員

▽
研
究
テ
ー
マ

▼
内
容

教
育
課
題
委
員
会

「
安
曇
野
市
体
力
向
上
推
進
委
員
会
」

と
し
て
も
活
動

◎
岡
村
浩
男

○
中
島
政
樹

・
上
條
達
則

・
小
森
康
弘

・
原

裕
史

・
山
岸
真
大

▽
①
安
曇
野
市
の
子
ど
も
の
健
康
や
体

力
・
運
動
能
力
の
現
状
を
理
解
し

課
題
と
原
因
を
考
え
る
。

②
健
康
・
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上

や
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
具
体

的
方
法
を
検
討
し
提
言
す
る
。

③
幼
保
小
中
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

践
を
行
い
、
安
曇
野
市
全
体
に
広

げ
る
。

▼
①
生
活
習
慣
・
運
動
環
境
・
保
健
体

育
授
業
の
実
態
と
改
善
・
充
実
。

②
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実

践
と
普
及
。

人
権
教
育
委
員
会

◎
丸
山
哲
由

〇
大
鷹
ち
と
せ

・
幸
野
嘉
寛

・
井
口
敦
正

・
笠
井

茜

・
井
内
和
佳
子

▽
豊
か
な
人
権
感
覚
を
育
て
る
た
め
の

指
導
の
あ
り
方.

。

▼
①
各
学
校
で
行
わ
れ
る
人
権
教
育
の

実
践
を
集
め
、
人
権
教
育
実
践
資

料
集
に
資
料
を
追
加
し
て
、
内
容

を
充
実
さ
せ
る
。

②
小
中
学
校
の
つ
な
が
り
を
考
慮
に

入
れ
、
追
加
資
料
の
内
容
を
検
討

し
て
い
く
。

③
各
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
人
権
教

育
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
人
権
教
育
強
調
月
間
等
で

扱
う
内
容
や
資
料
、
講
演
会
に
つ

い
て
の
情
報
を
集
め
、ま
と
め
る
。

図
書
館
教
育
委
員
会

◎
鬼
塚
千
春

○
吉
澤
瑞
代

・
皆
川
智
司

・
中
川
裕
美

▽
学
習
・
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機

能
を
果
た
す
図
書
館
に
お
い
て
、
図

書
館
資
料
を
使
っ
て
の
学
習
活
動
の

充
実
を
図
る
た
め
の
担
任
、
司
書
教

諭
、
図
書
館
司
書
の
連
携
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
る
。

▼
①
図
書
館
資
料
を
使
っ
て
の
学
習
活

動
の
実
践
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

研
究
し
紹
介
す
る
。

②
各
校
の
司
書
教
諭
・
図
書
館
教
育

係

・
図
書
館
司
書
、
公
共
図
書
館
司
書

の
先
生
方
と
の
研
究
協
議
会
を
開
催

し
、
授
業
を
提
案
し
て
、
各
校
や
先

生
方
と
の
連
携
を
図
る
。

環
境
教
育
委
員
会

◎
浅
原
規
貴

◯
三
澤

浩

・
本
永
由
実
香

・
渡
辺

海

▽
環
境
に
配
慮
す
る
行
動
の
促
進
と
環

境
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
指
す
環
境
教
育
の
あ
り
方
。

内
容

①
安
曇
野
環
境
フ
ェ
ア
の
環
境
活
動
発

表
会
や
ブ
ー
ス
展
示
に
出
展
し
、
環

境
活
動
の
輪
が
広
が
る
よ
う
に
努
め

る
。

②
安
曇
野
市
内
の
各
校
で
の
環
境
教
育

に
関
わ
る
授
業
実
践
や
取
り
組
み
に

つ
い
て
研
究
し
、
実
践
事
例
な
ど
を

紹
介
し
て
い
く
。

③
昨
年
度
か
ら
各
校
で
実
施
さ
れ
て
い

る
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

へ
の
取
り
組

21

み
に
つ
い
て
研
究
し
、
持
続
可
能
な

サ
イ
ク
ル
の
確
立
に
向
け
て
、
反
省

や
改
善
点
を
整
理
し
て
い
く
。

社
会
科
資
料
集

編
集
委
員
会

◎
住
吉
紀
彦

○
千
村
裕
一

○
波
場
雄
司

・
武
田
敏
弘

・
小
林
寿
英

・
山
田
真
由
美

・
池
田

愛

▽
安
曇
野
市
の
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分

た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
体
験
的

に
学
習
で
き
る
社
会
科
資
料
集
を
編

集
す
る
。

▼
①
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
生
活
の
基

盤
「
複
合
扇
状
地
」
の
土
地
利
用

と
人
々
の
営
み
に
つ
い
て
研
修
し

学
習
に
活
用
で
き
る
安
曇
野
巡
検

の
実
施
。

②
来
年
度
版
資
料
集
作
成
に
向
け
て

デ
ー
タ
の
更
新
、
資
料
収
集
、
写

真
撮
影
。
写
真
を
多
用
し
子
ど
も

達
が
身
近
に
感
じ
、
活
用
し
や
す

い
資
料
集
作
成
。

③
社
会
科
学
習
に
生
か
せ
る
資
料
や

情
報
の
提
供
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
委
員
会

◎
横
山

稔

○
西
村
洋
治

・
正
谷
晴
邦

・
秦

光
一

▽
安
曇
野
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

現
状
と
展
望

～
望
ま
し
い
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
進
め

方
と
指
導
方
法
の
あ
り
方
を
探
る
～

▼
①
「
進
路
指
導
資
料
集
」
の
内
容
検

討
、
改
訂
版
作
成
、
頒
布
。

②
各
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
際

に
つ
い
て
調
査
活
動
を
行
い
、
課

題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
四
つ
の
視

点
を
も
と
に
し
た
授
業
実
践
の
分

調
査
研
究
委
員
会

特

別

委

員

会
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析
と
考
察
を
行
い
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
成
果
と
今
後
の
課
題
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
。

人
物
読
み
物
委
員
会

◎
六
井
直
樹

〇
平
瀨
和
子

・
髙
木
瑤
之

・
山
本
美
江

・
征
矢
野
安
政

・
武
田
純
志

▽
安
曇
野
の
偉
人
（
人
物
）
に
つ
い
て

調
査
研
究
し
、
児
童
生
徒
へ
の
教
材

化
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
そ
の
業
績

を
ま
と
め
る
。

▼
郷
土
の
先
人
た
ち
の
業
績
や
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
調
査
研
究.

し
、
安
曇
野
市

教
育
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
安
曇
野

の
偉
人
」
に
掲
載
す
る
。

・
藤
森
渓
谷

・
藤
森
秀
夫

・
中
島
輪
兵
衛

・
山
口
蒼
輪

・
青
木
祥
二
郎

・
山
本
安
曇

ら
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
、
郷

土
史
研
究
を
専
門
と
す
る
講
師
の
先

生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
資
料

を
作
成
す
る
。

木
村
素
衞
委
員
会

◎
村
山
公
一

〇
古
澤
万
喜
美

・
江
頭

務

・
新
村
邦
子

・
降
旗

綾

・
橋
詰

恩

・
望
月
翔
太

・
月
岡
優
介

▽
木
村
先
生
の
日
記
等
遺
稿
文
献
の
整

理
・
研
究
を
通
し
て
、
安
曇
野
市
教

育
の
拠
り
所
で
あ
る
木
村
先
生
の
徳

を
追
慕
し
、
そ
の
生
き
方
を
学
ぶ
。

▼
①
多
く
の
一
般
会
員
に
木
村
先
生
の

教
育
愛
に
ふ
れ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
先
生
の
日
記
№

を
現
代
仮

４４

名
遣
い
に
書
き
換
え
、
資
料
と
し

て
保
存
し
て
い
く
。

②
「
安
曇
野
の
先
人
等
に
学
ぶ
会
」

や
会
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
木

村
先
生
の
日
記
に
つ
い
て
読
み
合

わ
せ
や
紹
介
を
行
い
、
木
村
先
生

の
徳
を
伝
え
て
い
く
。

郷
土
文
化
財
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会

◎
山
科
亮
太

○
上
嶋
和
三

・
藤
松
慎
一
郎

・
矢
花
陸
崇

▽
セ
ン
タ
ー
内
の
所
蔵
品
の
維
持
管
理

を
進
め
る
。
本
年
度
は
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
の
改
訂
→
印
刷
→
配
布
ま
で

進
め
る
。
ま
た
、
教
育
会
の
諸
行

事
に
併
せ
て
常
設
展
示
の
工
夫
を

す
る
と
共
に
、
会
報
を
通
し
て
広

報
活
動
を
行
う
。

▼
①
新
任
者
歓
迎
研
修
会
や
安
曇
野
の

先
人
等
に
学
ぶ
会
、
哲
学
講
座

に
併
せ
、
セ
ン
タ
ー
開
放
日
を

設
定
。
展
示
を
工
夫
し
、
多
く

の
会
員
が
見
学
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

②
セ
ン
タ
ー
内
の
所
蔵
品
等
に
つ
い

て
、
会
報
の
「
郷
土
の
文
化
財
」

コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
す
る
。

展
覧
会
運
営
委
員
会

◎
上
條
睦
美

○
高
橋
恵
実
子

・
堀
田
美
奈

・
本
田
浩
一

・
西
村
頼
子

・
牛
山
美
和
子

・
原
美
穂
子

・
山
田

忍

・
渡
邊
香
苗

・
山
﨑

威

▽
科
学
展
・
書
道
展
・
図
工
美
術
展
・

も
の
づ
く
り
展
を
開
催
し
、
市
内
の

児
童
・
生
徒
の
自
然
事
象
へ
の
興
味

関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
表
現
・

製
作
活
動
へ
の
意
欲
高
揚
を
図
る
。

▼
同
好
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
教
育
会

主
催
の
四
大
展
覧
会
の
作
品
募
集
と

審
査
、
展
示
を
企
画
運
営
す
る
。
入

選
者
に
は
賞
状
を
授
与
す
る
。

会
誌
委
員
会

◎
内
山
一
好

〇
髙
木
仁
志

・
小
出
由
希
子

・
塩
崎
さ
お
り

・
本
郷
大
輔

・
宮
坂
め
ぐ
み

▽
安
曇
野
市
教
育
会
の
会
誌
「
安
曇
野

教
育
」
第
十
三
号
を
発
行
し
、
会
員

の
教
育
実
践
や
研
修
内
容
を
会
員
や

地
域
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
。

▼
会
員
の
「
教
育
実
践
」「
研
究
実
践
」

「
心
に
残
る
一
言
」
「
青
年
教
師
の

主
張
」
な
ど
の
他
、
本
教
育
会
独
自

の
「
巻
頭
座
談
会
」
や
シ
リ
ー
ズ
「
先

輩
こ
ん
に
ち
は
」「
安
曇
野
遺
産
」、

県
外
視
察
の
報
告
「
視
察
紀
行
」
な

ど
を
掲
載
す
る
計
画
で
あ
る
。

現
在
は
、
原
稿
の
執
筆
依
頼
の
段
階

に
入
っ
て
お
り
、
発
刊
は
例
年
通
り

二
月
末
を
予
定
し
て
い
る
。

会
報
委
員
会

◎
青
柳
史
子

○
平
井
茂
孝

・
荒
井
愛
香

・
今
溝
晶
子

・
上
田
美
英
子

▽
会
報
『
安
曇
野
教
育
』
の
編
集
・
発

行
を
行
う
。
本
教
育
会
の
行
事
や
事

業
内
容
、
各
種
委
員
会
の
様
子
や
同

好
会
の
様
子
に
つ
い
て
掲
載
し
、
機

関
紙
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
。

▼
会
報
五
十
九
号
か
ら
六
十
二
号
の
発

行
（
六
月
、
九
月
、
十
二
月
、
三
月

の
予
定
）
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て

速
報
を
発
行
す
る
予
定
。

情
報
委
員
会

◎
卯
之
原
利
幸

○
宮
澤
岳
夫

・
五
十
嵐
誠
治

・
松
永
泰
幸

▽
安
曇
野
市
教
育
会
に
関
す
る
情
報
提

供
の
サ
ポ
ー
ト

▼
①
安
曇
野
市
教
育
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
更
新
作
業
。

・
会
報
の
公
開
（
個
人
情
報
の
削
除

と
校
正
）

・
人
物
読
み
物
委
員
会
の
資
料
公
開

・
基
本
デ
ー
タ
そ
の
他
の
加
除
修
正

・
情
報
教
育
に
関
す
る
資
料
の
紹
介

や
更
新
。

②
安
曇
野
市
内
各
小
中
学
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
チ
ェ
ッ
ク
や
ネ
ッ
ト
パ

ト
ロ
ー
ル
。

③
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進
啓
蒙
。

お
手
本

五
月
に
行
わ
れ
た
「
安
曇
野
市
教
育

会
初
任
者
歓
迎
研
修
会
」
。
閉
会
前
の

初
任
者
代
表
挨
拶
を
私
が
勤
務
す
る
学

校
の
Ｓ
先
生
が
行
っ
た
。
挨
拶
の
内
容

そ
し
て
発
表
す
る
姿
は
と
て
も
す
ば
ら

し
か
っ
た
。

研
修
会
閉
会
後
、
何
人
も
の
方
か
ら

「
す
ば
ら
し
い
挨
拶
だ
っ
た
ね
」
と
か

「
校
長
先
生
が
指
導
し
た
の
？
」
と
声

を
か
け
ら
れ
た
。
私
は
全
く
指
導
も
助

言
も
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
教
頭
先

生
が
指
導
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
教
頭
先
生
も
関
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
。Ｓ
先
生
に
聞
く
と
「
自

分
で
考
え
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。

三
十
数
年
前
、
初
任
者
だ
っ
た
私
に

Ｓ
先
生
の
よ
う
な
挨
拶
が
で
き
た
だ
ろ

う
か
。
私
に
は
絶
対
で
き
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。
挨
拶
す
る
機
会
が
増
え
た
今
の

私
も
、
Ｓ
先
生
の
よ
う
に
は
で
き
て
い

な
い
。

今
、
私
の
手
元
に
Ｓ
先
生
の
原
稿
の

写
し
が
あ
る
。
来
年
度
の
初
任
者
歓
迎

研
修
会
の
た
め
に
、
と
い
う
名
目
で
い

た
だ
い
た
の
だ
が
、
今
後
私
が
行
う
挨

拶
を
考
え
る
際
の
お
手
本
と
さ
せ
て
い

た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

長
瀬
克
彦
（
明
北
小
）

広

報

委

員

会



安
曇
野
市
に
新
た
に
赴
任
さ
れ
た
先

生
方
を
対
象
に
し
て
、
初
任
者
歓
迎
研

修
会
が
五
月
二
十
八
日
、
南
安
曇
教
育

文
化
会
館
で
開
か
れ
た
。

会
に
先
立
っ
て
、
館
内
に
あ
る
郷

土
文
化
財
セ
ン
タ
ー
と
視
聴
覚
教
育
協

会
を
見
学
し
、
百
三
十
周
年
を
迎
え
た

教
育
会
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
多
く
の
収

蔵
物
や
視
聴
覚
教
材
に
つ
い
て
、
担
当

の
方
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

研
修
会
で
は
、
ま
ず
主
催
者
、
初

任
者
の
順
に
自
己
紹
介
を
行
い
、
初
任

者
は
出
身
や
こ
の
二
ヶ
月
の
感
想
等
を

話
し
た
。
そ
し
て
、
細
萱
稔
会
長
が
、

「
百
三
十
年
目
の
教
育
会
で
一
緒
に
学

ん
で
い
け
る
よ
う
、
こ
の
会
を
互
い
に

初
任
者
歓
迎
研
修
会

知
り
合
い
、
お
互
い
に
繋
ぎ
合
っ
て
い

く
き
っ
か
け
の
会
に
し
て
ほ
し
い
」
と

挨
拶
し
た
。
続
い
て
安
曇
野
市
教
育
委

員
会
を
代
表
し
て
會
田
義
昭
教
育
指
導

室
長
、
信
濃
教

育
会
を
代
表
し

て
後
藤
正
幸
会

長
が
、
そ
れ
ぞ

れ
温
か
い
励
ま

し
の
言
葉
で
挨

拶
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
三

人
の
先
輩
会
員

が
、
歓
迎
の
言

葉
と
し
て
自
ら

の
実
践
や
体
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
話

し
た
。
小
森
康
弘
先
生
（
豊
科
南
小
）

は
自
ら
の
こ
れ
ま
で
の
赴
任
校
で
学
ん

だ
こ
と
、
素
敵
な
先
生
方
や
子

ど
も
た
ち
と
の
出
会
い
を
振
り

返
り
、
「
若
さ
を
武
器
に
、
周

り
の
先
生
方
の
実
践
に
学
び
そ

れ
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
、
ど

ん
ど
ん
出
か
け
て
学
ぶ
こ
と
、

こ
こ
で
の
頑
張
り
が
今
後
の
自

分
の
た
め
に
な
る
」
と
話
し
た
。

小
池
知
子
先
生
（
明
科
中
）
は
、

「
思
考
力
・
判
断
力
を
育
む
楽

し
い
家
庭
科
―
家
庭
科
教
師
と

し
て
で
き
る
こ
と
、
し
て
い
き

た
い
こ
と
」
と
題
し
て
、
学
ん

だ
こ
と
を
生
活
に
生
か
そ
う
と

す
る
姿
を
目
指
し
て
の
実
践
を

紹
介
し
、
「
教
え
た
こ
と
で
す

ぐ
に
答
え
は
で
な
く
て
も
、
い
つ
か
力

に
な
れ
た
ら
い
い
」
と
話
し
た
。
中
嶋

麻
江
先
生
（
穂
高
南
小
）
は
、
自
ら
の

一
日
を
写
真
を
交
え
紹
介
し
な
が
ら

「
目
で
見
て
何
を
や
る
か
わ

か
る
よ
う
に
」
「
子
ど
も
の

様
子
を
メ
モ
に
残
す
」
な
ど

日
々
心
が
け
て
い
る
こ
と
を

話
し
、
「
愚
痴
を
聞
い
た
り

一
緒
に
考
え
た
り
し
て
く
れ

る
先
生
方
が
い
る
か
ら
、
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
に
話
し
て

み
る
と
い
い
」
と
結
ん
だ
。

最
後
に
初
任
者
を
代
表
し

島
田
真
衣
先
生
（
明
北
小
）

が
、
多
く
の
先
輩
か
ら
激
励
の
言
葉
を

か
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
を
述

べ
、
「
や
り
が
い
を
も
ち
充
実
し
た
毎

日
を
送
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
誠
実
に

学
び
続
け
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
励
ん
で

い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

豊
か
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
安
曇
野

市
に
て
、
養
護
教
諭
と
し
て
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
て
か
ら
、
早
く
も
二
か
月

が
経
過
し
ま
し
た
。
入
学
式
に
て
、
き

ら
き
ら
と
し
た
眼
差
し
の
子
ど
も
た
ち

に
、
島
田
先
生
、
と
呼
ば
れ
た
時
の
、

少
し
く
す
ぐ
っ
た
い
気
持
ち
と
感
動

を
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し

初
任
者
歓
迎
研
修
会
に

参
加
し
て

島
田

真
衣
（
明
北
小
）

ま
す
。

新
学
期
が
始
ま
る
こ
の
時
期
の
保

健
室
は
、
毎
日
が
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
て

い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
え
て
い
る
か
、

言
葉
が
け
や
手
当
て
は
適
切
で
あ
っ
た

か
等
、
常
に
自
分
自
身
に
問
い
か
け
な

が
ら
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
う
ま

く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
周

り
の
先
生
方
や
子
ど
も
た
ち
の
支
え
の

お
陰
で
、
毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

初
任
者
歓
迎
研
修
会
で
は
、
先
輩
方

や
同
じ
初
任
者
の
先
生
方
の
お
話
を
お

聞
き
し
、
今
ま
で
の
自
分
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
明
日
か
ら
ま
た
頑
張
ろ
う

と
い
う
活
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
、
周
り
の
方

々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ

と
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
学
び
続
け
る

姿
勢
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
今
後
も
自

己
研
鑽
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

今
年
度
最
初
の
会
報
を
お
届
け
し
ま

す
。
今
後
も
機
関
紙
と
し
て
、
教
育
会

の
活
動
の
様
子
を
お
伝
え
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（ 6 ）平成３０年６月２９日 会 報 安 曇 野 教 育 第 59号
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「

（
郷
土
文
化
財
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
）編

集

後

記

初任の先生方の紹介 敬称略

髙木 瑶之（穂高北小） 島田 真衣（明北小）

横山 晴菜（穂高北小） 松下由起子（明北小）

増澤 幸治（穂高北小） 藤井美奈子（穂高東中）

亀田 浩史（穂高北小） 蜜澤 靖哲（穂高東中）

齊藤 竜士（穂高南小） 土屋加菜恵（穂高西中）

竹内 真悠（豊科北小） 里井 翔太（豊科南中）

山口 亮太（豊科北小） 藤澤 菜央（三郷中）

濵口 花奈（豊科北小） 奥原 美希（三郷中）

西川 朱里（豊科南小） 由井 智也（三郷中）

木田 達也（豊科南小） 池内 友香（三郷中）

清水 彩 （堀金小） 黒岩 亮輔（明科中）

山本 綾乃（三郷小） 金久保裕之（明科中）


